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私たちは
皆さまの夢や希望の実現に向けて

共に地域の未来を創る
ベストパートナーを目指します
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経 営 理 念

私たちの使命は、もっとも身近な
金融機関として地域社会の発展に
貢献することです。
私たちは、地域の皆さまと強い
信頼関係を築きながら、公共的
使命と社会的責任を果たす地域に
なくてはならない金融機関であり
つづけます。

私たちの使命は、もっとも身近な
金融機関として地域社会の発展に
貢献することです。
私たちは、地域の皆さまと強い
信頼関係を築きながら、公共的
使命と社会的責任を果たす地域に
なくてはならない金融機関であり
つづけます。

地域の発展
役職員の幸せ

地  域
へ貢献

金  庫
の成長

お客さま
の繁栄

MESSAGE
道を想い、未知を創る

“もっといい地域づくり”を目指して

　皆さまにおかれましては、平素より桐生信用金庫をご愛顧

賜り誠にありがとうございます。

　この度、第7代目理事長に就任いたしました増山馨介で

ございます。

　桐生信用金庫は、1925（大正14）年2月14日の設立以来、

様々な時代の変化を中小・零細企業や地域の皆さまと共に

手を握り、肩を組み合いながら乗り越え、今日まで101年の

歴史を歩み続けてまいりました。今後も、これまで皆さまが

歩まれた道を想い、これから創られる未来への道（未知）

にしっかりと伴走し、皆さまが事業や生活を営むこの地域を

「もっといい地域にする」ために、桐生信用金庫ならではの

金融仲介機能を発揮し役割を果たしてまいります。

　また、現在、私たちを取り巻く経済環境は緩やかな回復

基調が続いている一方で、地政学的なリスクや人手不足、原材料価格の高騰など、地方における中小・零細企業の

経営環境は依然として厳しい状況にあります。さらに、デジタル技術の活用を通じた生産性向上、省力化、人材確保、

事業承継への支援など、人口減少社会を踏まえた地域課題がたくさんある中で、桐生信用金庫は資金繰り支援と

併せて、皆さまへの最適なソリューションを引き続きご提供してまいる所存でございます。

　これまでの皆さまからのひとかたならぬご厚情に感謝申し上げますと共に、これからも私ども桐生信用金庫に変わらぬ

ご支援、ご愛顧を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
2026年６月

桐生信用金庫
理事長　増 山  馨 介
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●コア業務純益 ●経常利益 ●当期純利益

●貸出金 ●預金 ●預かり資産
（億円）■：保険　■：投信　■：公共債
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●破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産、会社更生、再生手続き等の事由に
より経営破綻に陥っている債務者に対
する債権及びこれらに準ずる債権です。

●危険債権
債務者が経営破綻の状態には至って
いないが、財政状態及び経営成績が
悪化し、契約に従った債権の元本の
回収及び利息の受取ができない可能
性の高い債権です。

●要管理債権
「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条
件緩和債権」に該当する債権です。

自己資本額

保全率
86.5％

498

（百万円）

29,221

保全額
14,655

13,941

2,492

●不良債権額と不良債権比率の推移 ●不良債権額の内訳と保全状況

不良債権の詳細については、別冊「資料編」をご覧ください。
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●自己資本額と自己資本比率の推移
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普通出資又は非累積的永久優先出資
に係る会員勘定の額

コア資本に係る基礎項目の額に算入
される引当金の合計額

2025年3月末 2026年3月末

28,467

868

29,335

342

28,992

288,992

10.03%

28,741

829

29,571

349

29,221

280,627

10.41%

コア資本に係る基礎項目 （A） 

コア資本に係る調整項目  （B）

自己資本額　 （A）－（B）＝（C）

リスク・アセット等計      （D）

自己資本比率          （C）/ （D）

5.55%
5.14%

5.54%

673

　貸出金は、前期比112億円減少の3,036億円となりました。製造業、建設業、不動産など多くの業種で減少した一方で、
個人向けは12億円増加しています。
　預金積金は、公金預金が減少した一方で、創立100周年を記念した定期預金商品の販売を行ったことなどにより、特に法
人預金が25億75百万円と大きく増加し、個人預金も3億59百万円増加したことから前期比7億70百万円増加の5,673億円
となりました。
　預かり資産は、好調な金融市場を背景に投資信託を中心に42億円増加しました。

　自己資本比率は、自己資本額が292億円、リスクアセット
が2,806億円となり10.41％となりました。
　これは、国内基準（4％）の2倍を大きく超える水準であり、
経営の健全性・安全性を十分に確保しています。

　収益については、市場金利の上昇に伴い、貸出金利息収入が前期比6億7百万円増加の49億16百万円、預け金利息が前期比
1億56百万円増加となったことなどから、業務収益は前期比7億69百万円増加の84億34百万円となりました。
　費用については、預金利率の引き上げにより支払利息が前期比7億42百万円増加の10億50百万円、ベースアップにより人件費が
前期比1億12百万円増加の34億56百万円となりました。また、外国債券投資信託の解約や低利回りの債券を売却したことにより、
国債等債券売却および償還損が前期比５億22百万円増加の5億45百万円となったことなどから、業務費用は前期比13億19百万円
増加の75億83百万円となりました。
　これらの結果、本業の利益を示すコア業務純益は前期比65百万円減少の13億16百万円となりました。当期純利益は3億29百万
円となり、前期比31百万円の増益となりました。

　金融再生法に基づく不良債権額は、前期比６億78百万円減少して169億32百万円となりました。その結果、不良債権比率は
0.01％ポイント低下して5.54％となりました。なお、この不良債権に対しての担保・保証等や貸し倒れに備えた引当金の合計額
（保全額）は146億55百万円であり、不良債権額の86.5％をカバーしています。さらに、自己資本額が292億21百万円あるため、
万が一への備えは万全です。
　これからも取引先の事業再生や経営改善のための支援に積極的に取り組むことにより、不良債権の発生防止に努めていきます。

業績の状況

決算ハイライト

損益の状況

自己資本の状況

自己資本額  29,221百万円

リスク・アセット等計  280,627百万円
自己資本比率

10.41％=

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行
法第14条2の規定に基づき、信用金庫および信用金庫連合会がその保有する資産等
に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成
18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しています。なお、当金庫は国内基準を採用
しています。

●自己資本の構成に関する事項（単体）

自己資本の詳細については、別冊「資料編」をご覧ください。

不良債権の状況

自己資本比率とは？
自己資本比率とは、リスク・アセット等（貸出金や有価証券などの
損失が発生する可能性のあるリスク資産）に対する自己資本（過
去の利益や出資金など）の割合で、金融機関の財務の健全性を
示す指標です。海外に営業拠点を有する金融機関は8％以上、そ
れ以外の国内金融機関は4％以上が求められています。
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経営者保証に関する方針及び「経営者保証ガイドライン」への取組み状況

新規に無保証で融資した件数
新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合
保証契約を解除した件数
経営者保証に関するガイドラインに基づく保証債務整理の成立件数（当金庫をメイン金融機関として実施したものに限る）

2,937件
62.26％
52件
3件

2025年度

　（計数は2026年３月31日現在）

預かり資産預かり資産
673億円

預金積金預金積金
5,673億円

出資金出資金
13億円

桐生信用金庫桐生信用金庫

有価証券有価証券
1,983億円

貸出金貸出金
3,036億円

地域のお客さま
会員の皆さま
地域のお客さま
会員の皆さま

●資産運用セミナー
●年金相談会
●相続相談会
●税務相談会

●資産運用セミナー
●年金相談会
●相続相談会
●税務相談会

経営者保証に関する取組方針

KIRISIN REPORT 2026

　当金庫は、地域の中小企業者や住民の皆さまが会員（出資者）となって、お互いに助け合い、お互いに発展していくことを共通の
理念として運営している相互扶助型の金融機関です。地域のお客さまからお預かりした大切なご預金は、地域で資金を必要と
しているお客さまにご融資し、地域経済の持続的発展に貢献することを使命としています。これからも皆さまのお役に立てるよ
う、地域に密着した活動を展開していきます。

　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」及び「事業承継時に焦点を当てた『経営者保証 に関するガイドライン』
の特則」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお借入れや保証債務整理の相談を受けた際に真摯に対応するため、
「経営者保証に関する方針」を以下のとおり策定し ています。同取組方針に基づき、経営者保証の必要性
については、お客さまとの丁寧な対話により、 法人と経営者の関係性や財務状況等の状況を把握し、
同ガイドライン等の記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努めています。

（1）経営者保証に関する方針
（2）「経営者保証ガイドライン」への取組み状況

桐生信用金庫・館林信用金庫・桐生市・伊勢崎市・太田市・館林市・
みどり市・桐生商工会議所との8者共催※

　当金庫では、地域や業種を越えた事業者間の交流や、事業者の多種多様なニーズに対応
した幅広いビジネスマッチング（販路拡大）の機会提供はもとより、地元企業と地元学生の
接点づくりを目的として、『ビジネスマッチングフェア』を開催しています。2025年度は
「桐生市民体育館（桐生ガススポーツセンター）」を会場とし、例年同様8者共催により実施し
ました。
　今回は県内外の有力な173企業・団体のブース出展に加え、特別展として事業者の課題解決
の一助とすべく、「DXゾーン」・「人材ゾーン」の設置ならびに個別相談会を企画したことで、
4,052名が来場され、盛会のうちに終了することができました。
　また、会場においては、当金庫の全店舗長が出展事業者さまと来場者さまのお引き合わせ
のサポートを継続的に行い、合計125件の商談が成立しました。
　なお、フェア専用WEBサイトの開設や、リーフレット記載のQRコードから出展企業さま
のホームページに遷移できるよう“デジタル化”に即した対応を従前より図っており、今後も
継続してお客さまの利便性向上に向けた取組みを進めていきます。

※今回で、当金庫は通算17回目の開催。桐生市・桐生商工会議所・桐生信用金庫の3者連携で10回目、
　太田市・館林市・館林信用金庫は6回目、みどり市は5回目、伊勢崎市は4回目

【次回開催のお知らせ】2026年11月12日（木）に桐生市民体育館にて開催予定

脱炭素化に向けた取組み
　当金庫では2024年に環境省の「環境経営支援人材養成モデル事業」
へ参画し、中小企業の環境経営の支援が出来る職員の育成と、「エコア
クション21」の認証取得を目指す企業を支援する取組みを実施しました。
2024年8月には職員向け勉強会を実施し、12名の職員が「エコアクショ
ン21環境経営ファシリテーター」の資格を取得しました。エコアクショ
ン21の取得を目指す事業者を対象に全4回の集合勉強会を実施し、
2026年3月末現在で2社が認証取得となりました。

　さらなる取組みとして2025年9月17日に設備投資を通じて脱炭素化
を推進したい事業者さま向けのニーズに対応するべく、資金面の不安
や人材不足などの課題を解決するコンサルティングを提供する株式
会社NEXYZ.と業務提携契約を締結しました。株式会社NEXYZ.は、
LED、空調、冷蔵庫、キュービクル等の業務用設備を初期投資0円で導入
できる省エネ設備導入支援サービス「ネクシーズZERO」を提供してい
ます。さらに、地元の施工会社へ優先的に発注することで、地域経済
の活性化と環境貢献の好循環を生み出しています。
　今後も環境経営支援等を通じて、事業者の皆さまの脱炭素化に貢献
していきます。

4,052名（前回3,520名）
桐生市民体育館
（桐生ガススポーツセンター）

　　  173企業･団体
　　　(前回175企業･団体）

•特別展｢DXゾーン｣｢人材ゾーン｣の設置

•外部専門家による個別経営相談会(8件）

•地元の4高校から高校生来場（415名）

•ラジオ公開生放送
　（FM桐生の特設ラジオブース設置）

•共催自治体5市による物産展

[ 屋外 ]
•SUBARU車両展示

•桐生市観光協会によるキッチンカー等
　による飲食販売

“もっといい地域づくり”のために

ビジネスマッチングフェア(2025年11月20日開催）

来場者

会　場

出展ブース数

主な取組み

きりしん × 中小企業への取組み 中小企業経営の改善および地域の活性化のための取組み状況
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●「米国自動車関税措置等に関する特別相談窓口」の設置
●カッコソウ協議会へ10万円を寄付
●カッコソウロビー展示を本店営業部・境野支店、相生支店で実施
●「アースデイin桐生2025」へ参加
●カッコソウ保全活動を実施

●足尾に緑を育てる会主催の「第29回春の植樹デー」に職員とその家族が参加

●能登半島地震災害義援金として、全店チャリティゴルフコンペの浄財269,000円を被災地へ寄付
●「全店統一ご来店感謝デー」を開催しご来店いただいたお客さまに植物の種をプレゼント
●全役職員を対象に募金活動を実施（上毛新聞「愛の募金」へ寄付）
●特殊詐欺被害防止呼びかけ運動を実施
●群馬県よろず支援拠点と連携した出張相談会・セミナーを営業店にて開催（全8回）
●各地で献血を実施（40年連続）
●第100期通常総代会を開催 
●群馬GS（ぐんま・スタンダード）認定制度で群馬県内店舗および出張所が認定 

●群馬県警察と「金融犯罪対策に係る連携協定」を締結
●きりゅう市民活動推進ネットワーク主催のボランティア活動に参加（桐生が岡動物園除草作業）
●群馬大学次世代エコ・エネルギーシステム研究会へ10万円を寄付
●当金庫・桐生警察署・株式会社旅がらす本舗清月堂との協同による犯罪被害防止キャンペーンを
　実施（オリジナルパッケージ旅がらす1,000セットを配布）
●株式会社日本政策金融公庫と「危機事象発生における業務連携に関する覚書」を締結

●桐生八木節まつり　夜の踊りに参加
●桐生祇園祭　神輿渡御に参加
●第16回きりしんこども金融教室を桐生・伊勢崎・太田の3会場で開催
●群馬大学未来創生塾の塾生を対象とした、きりしんこども金融教室を開催
●群馬大学PBL教育「課題発見セミナー」を受入れ

●きりしん未来創生会（太田・両毛地区）が発足
●いせさきまつりみこしコンクールに参加

●全店統一SDGs活動を実施
●きりゅう市民活動推進ネットワーク主催の「あつまれSDGs！2025」へ参加

●職員マス釣り大会を開催
●太田市の「まちの先生見本市」へ参加
●「ビジネスマッチングフェア2025」を開催
●きりゅう市民活動推進ネットワーク主催のボランティア活動に参加
　（桐生駅イルミネーション設置作業）
●明治安田生命保険相互会社　太田支社主催の「こどもシゴト博2025 in両毛」に参加

●各地で献血を実施（40年連続）
●全日本製造業コマ大戦桐生場所2025に出場

●きりゅう市民活動推進ネットワーク主催のボランティア活動に参加（桐生駅イルミネーション撤去作業）
●太田新事業創出プロジェクト研究第2期（O-BIP2）が開講

●健康経営優良法人2026（大規模法人部門）に認定（7年連続）
●補助金活用セミナーを開催
●伊勢崎・桐生・太田の3会場にて警察と連携した防犯訓練を実施
●新現役交流会を開催
●「原油価格高騰等に関する相談窓口」の設置
●インパクト投資ファンド「群馬サステナブル観光ファンド」へ参画

4月7日
4月13日

4月14～18日
4月20日
4月25日

5月24日

6月6日
6月13日

6月17日
6月18日
6月27日
6月30日

7月11日
7月12日
7月14日
7月16日

7月28日

8月1日
8月2日

8月6・7・13日
8月20日

8月21・22日

9月17日
9月28日

10月1日
10月26日

11月3日
11月9日
11月20日
11月22日

11月23日

12月3日
12月6日

2月7日
2月27日

3月9日
3月10・12日

3月13・18・19日
3月18日
3月27日
3月31日

きりしん×SDGs･CSRの取組み
2025年度 2025.4 ～ 2026.3

●「ホームバンク」を発行（年4回）
●「経営情報」を発行（年4回）

●小学生～高校生を対象とした
　金融教育を開催

カッコソウ保全活動

春の植樹デーへ参加

こども金融教室

地域イベントへ参加

金融経済教育を実施

全店統一SDGs活動の実施職員向け「企画研修」やんちき乾杯プロジェクト創立100周年記念誌発行

職員向け記念式典

チャリティゴルフコンペ

桐生八木節まつり

100周年定期預金販売

2025年度の各種取組み ALL FOR SMILE

きりしん×100周年

きりしん×地域連携

　2025年2月14日、桐生信用金庫は創立100周年を迎えました。これまで支えてくださったすべての皆さまへの感謝の気持ちを込め、
記念事業として様々な取組みを実施しました。今後も、「ALL FOR SMILE」のスローガンのもと、「地域になくてはならない金融機関」
として、次の100年に向かって邁進していきます。

　地域社会の発展のため、地域団体や関係機関が実
施する各種イベントやボランティア活動へ積極的に
参加しています。
　地域の課題解決や活性化に向けた取組みを通じ
て、社会に貢献できる人材の育成を行いながら地域
と共に歩む信用金庫を目指していきます。

4月1日
4月2日～

5月2日～
5月10日
5月21日

7月9日～

8月1日

9月8日

11月1日

●アルムナイ採用を導入
●創立100周年記念年金旅行
　「春の箱根　鎌倉散策と箱根湯本に泊まる」を実施

●職員向け「企画研修」の実施
●職員向け記念式典を開催
●創立100周年記念全店チャリティゴルフコンペを開催

●「北海道 道東満喫 網走・ウトロ・阿寒温泉の旅」を実施

●やんちき乾杯プロジェクトの運営協力

●100周年記念定期預金　販売

●創立100周年記念誌発行

（2025年4月～2026年3月）

地域イベント・ボランティア活動への参加

　6月15日の「信用金庫の日」に合わせ、店頭で特殊詐欺防
止に関する呼びかけ運動を実施しました。当日は、警察、
地域団体の皆さまとも連携し、お客さまへチラシ配布を行
いながら注意喚起を行いました。
　また、7月1日には、群馬県警察と「金融犯罪対策に係る
連携協定」を締結。下半期には全役職員を対象とした防犯訓
練を実施するなど、安心安全な暮らしの実現に向け、防犯
意識の向上に努めています。

犯罪防止に関する取組みの実施

KIRISIN REPORT 2026 KIRISIN REPORT 2026
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相談
助言

報告

指導
再発防止

振分け

回答 申出

回答

付議
連絡･研修

報告
相談

指導
報告
相談

通報
報告

信用リスク

市場リスク

流動性リスク

オペレーショナルリスク

主なリスクの説明

リスク管理態勢

経営管理態勢

コンプライアンス（法令等遵守）態勢

　当金庫では、公共的使命と社会的責任を果たすため、
５つの「コンプライアンスの基本方針」を定めております。

●地域社会からの揺るぎない信頼の確保
●誠実かつ公正な信用金庫としての活動の遂行
●透明な経営の徹底
●反社会的勢力の排除
●高い社会的評価の実現

　当金庫は、マネー・ローンダリング・テロ資金供与・拡散金融の防止に向け、適用される関係法令等を遵守し、
業務の適切性を確保すべく、基本方針を定め管理態勢を整備いたします。

●リスク管理に関する体系図
コンプライアンスの基本方針

顧客保護等管理方針

マネー・ローンダリング及びテロ資金供与・拡散金融対策ポリシー

反社会的勢力に対する基本方針

●コンプライアンスに関する体系図

お問い合わせ窓口
苦情・ご相談その他ご不明な点は下記までお問い合わせください。

桐生信用金庫  お客さま相談窓口

受付時間：当金庫営業日 9:00～17:00 
0120-277-622

【苦情処理措置】

【紛争解決措置】

金融ＡＤＲ制度への対応

　金融の自由化、国際化の進展や金融技術の高度化などにより、金融機関を取り巻くリスクは複雑化・多様化していく中、お客さまに安
心してご利用いただくためには、リスクを適切に管理する必要があります。
　当金庫は､高い信頼性・健全性を維持するためにリスク管理を経営上の重要課題と位置づけ､2002年4月に「リスク管理の基本方針」
を制定し､認識すべきリスクの種類､管理方法や組織体制などのリスク管理の基本的な体系を定め､適正収益の確保を通じて経営基盤
の安定化を図っております。理事会をリスク管理に係る最高意思決定機関と定めるとともに､リスク管理上の相互牽制機能等を補完
するため､「統合リスク管理委員会」をはじめとする各種委員会を設置し､リスク管理に係る業務運営上の重要事項や改善事項につ
いて決議または協議を行い､必要に応じて理事会等へ報告を行うなど､適切で有効なリスク管理態勢の構築・維持に努めております。

総代会

監事会

監査部

統合リスク管理委員会

理事会
コンプライアンス委員会 AML・CFT対応委員会

ALM・リスク管理小委員会 預金保険法対応小委員会SDGs・CSR委員会リスク統括部

主
管
部
署

人
事
部

リ
ス
ク
統
括
部

リ
ス
ク
統
括
部

リ
ス
ク
統
括
部

融
資
部

融
資
部

デ
ジ
タ
ル
推
進
部

デ
ジ
タ
ル
推
進
部

総
務
部

総
務
部

人
的
リ
ス
ク

風
評
リ
ス
ク

法
務
リ
ス
ク

市
場
リ
ス
ク

資
産
査
定
管
理

信
用
リ
ス
ク

シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク

事
務
リ
ス
ク

有
形
資
産
リ
ス
ク

流
動
性
リ
ス
ク

オペレーショナルリスク

営業店

　資金の調達と運用の期間のミスマッチや予期せぬ資金の流

出により、必要な資金の確保が困難になることで被るリスク、

または通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされ

ることにより損失を被るリスクです。当金庫では、常に支払い

準備資産の十分な確保に配慮し、日々の資金繰りを管理してお

ります。また、不測の事態にも迅速に対応できる体制の構築に

努めております。

　債務者または投資先の財務状況が悪化することにより損失

を被るリスクです。当金庫では、融資審査基準に基づく厳正な

審査と、特定の業種や大口取引に偏らない小口多数取引でリス

クの分散に努めております。また、全ての資産について、資産査

定基準に基づく厳正な自己査定を実施し、資産の健全性確保

に努めております。

　金利、為替、有価証券等の価格などの様々な市場の要因に

より損失を被るリスクです。有価証券の運用については、安

全性・流動性・収益性を重視した投資方針を基本とし、運用

にあたっては、債券・株式・投資信託等に分散投資を行い、

安全な運用に努めております。

　自然災害、事務ミス、風評被害、サイバー攻撃によるシステム

障害などにより、損失を被るリスクです。当金庫では、これらの

リスクを有形資産リスク、事務リスク、法務リスク、風評リスク、

システムリスク、人的リスクに分類し、リスクごとに主管部署を

定め、適切な管理を行う体制となっております。

　当金庫は、コンプライアンスを経営の最重要課題の一つ
と位置づけるとともに、“地域社会から信頼される金融機
関でありつづけるための基本”と考え、コンプライアンス態
勢の整備に役職員一丸となって取り組んでおります。地
域金融機関としての公共的使命と社会的責任を果たすた
めに、役職員がより高い倫理観と使命感を持って行動し、
金融サービスの提供に努めてまいります。

監事会 理事会

コンプライアンス･プログラム
コンプライアンス･マニュアル

策定

指示 報告

賞罰委員会

報告･付議

拡大コンプライアンス委員会

相談
助言

顧問弁護士

コンプライアンス委員会

本部各部
（コンプライアンス委員）

本部

お客さま相談窓口

申出

回答
お客さま営業店

リスク統括部

通報窓口

職員等

　当金庫は、社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力との一切の関係を遮断し、断固としてこれらを排除するために、
「反社会的勢力に対する基本方針」を定め、これを遵守いたします。

　当金庫は、お客さまの資産、情報およびその他の正当な利益の保護および利便性の向上に向けて、継続的な取組み

を行っております。

当金庫は、お客さまからの苦情のお申出に公正かつ的確に対応するため業務運営体制・内部規則を整備し、その内容をホームページ、ポスター
等で公表しております。苦情は当金庫営業日（9時～17時）に営業店（電話番号は16ページ参照）またはお客さま相談窓口（電話：0120-277-622）
へお申し出ください。

当金庫は、紛争解決のため、当金庫営業日に上記お客さま相談窓口または全国しんきん相談所（9時～17時、電話：03-3517-5825）にお申出があれば、
東京弁護士会（電話：03-3581-0031）、第一東京弁護士会（電話：03-3595-8588）、第二東京弁護士会（電話：03-3581-2249）または群馬弁護士会（電話：
027-234-9321）の仲裁センター等にお取次ぎいたします。また、お客さまから各弁護士会に直接お申出いただくことも可能です。なお、東京三
弁護士会の仲裁センター等は、東京都以外の各地のお客さまもご利用いただけます。

9

マネー・ローンダリング・テロ資金供与・拡散金融対策への取組み

　当金庫では、マネー・ローンダリング・テロ資金供与・拡散金融の防止に向けた対策を経営上の最重要課題の一つとして位置付け、
デジタル推進部を統括部署、代表理事を責任者として定めるとともに、当金庫が直面するリスクを適切に評価し、リスクに応じた対策
を実施しております。
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総代会

総代会の議決に基づき理事長が選考委員を委嘱し、
選考委員の氏名を店頭掲示

総代会制度

経営管理態勢

総代会の決議事項

報告事項
　監査報告、第101期業務報告、貸借対照表及び損益計算書報告

決議事項
　第1号議案　剰余金処分案 承認の件
　第2号議案　監事選任の件
　第3号議案　理事選任の件

　第4号議案　役員退職慰労金贈呈 承認の件
　第5号議案　会員の除名案 承認の件

総代とその選任方法

■総代の任期・定数
・総代の任期は3年です。

■総代の選任方法
　総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に
反映させる重要な役割を担っております。
　そこで総代の選考は、「総代選任規程」に定められた総代
候補者選考基準（※）に基づき、次の3つの手続きを経て選任
されます。

①資格要件

②適格要件

・当金庫の会員であること　
・就任時点で75歳を越えていないこと

・総代としてふさわしい見識を有している方
・良識を持って正しい判断ができる方
・人格にすぐれ、金庫の理念・使命を十分理解している方
・その他総代選考委員が適格と認めた方

※総代候補者選考基準とは

総代候補者の氏名を2週間掲示場に掲示

総代の氏名を掲示場に1週間掲示

左記掲示についてホームページにて電子公告

▲

異議申出期間（公告後2週間以内）

当該総代候補者が選任区域の総代定数の1/2以上

他の候補者を選考

上記　 の手続きを経て●2

当該総代候補者が選任区域の総代定数の1/2未満

欠員（選考を行わない）

理事長は総代に委嘱

会員から異議がなかった場合
総代候補者のうち総代となることについて異議の申し出があったが、
異議を申し出た会員が選任区域の会員数の1/3未満であった場合

総代候補者のうち総代となることについて選任区域の会
員数の1/3以上の会員から異議の申し出があった場合

　信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念に、会員一人ひとりの意見を最大の価値とする協同組織金融機関です。した
がって、会員は出資口数に関係なく、一人一票の議決権を持ち、総会を通じて信用金庫の経営に参加することとなります。
　しかし、当金庫では会員数がたいへん多く、総会の開催は事実上不可能であることから、会員の総意を適正に反映し、充実した審議を確保する
ため、総会に代えて総代会制度を採用しております。
　この総代会は、決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重要事項を決議する最高意思決定機関です。総代会は、総会と同様に、会員一人
ひとりの意見が当金庫の経営に反映されるよう、選任区域ごとに総代候補者を選考する選考委員会を設け、会員の中から適正な手続きにより選
任された総代により運営されます。また、当金庫では、総代会に限定することなく、日常の事業活動を通じて、総代や会員とのコミュニケーション
を大切にし、様々な経営改善に取り組んでおります。

会員
●2

選考基準に基づき総代候補者を選考

●1
理事長は、総代候補者氏名を店頭掲示し、所定の
手続きを経て、会員の代表として総代を委嘱

●3

総代候補者選考委員

会員の総意を適正に反映するための制度 決算に関する事項、理事・監事の選任等重要事項の決定 総代

総代が選任されるまでの手続き

地区を4区の選任区域に分け、会員数に応じて各選任区域ごとに総代の定数を定める

総代候補者
選考委員の選任

●1
総代会の議決により、選任区域ごとの会員のうちから選考委員を委嘱

選考委員の氏名を掲示場に掲示

総代候補者の選考
●2

選考委員が総代候補者を選考 理事長に報告

総代の選任
●3

2026年6月22日、第101期通常総代会を開催し、決議事項については、それぞれ原案のとおり可決されました。（総代数：130名、過半数：66名）

・総代の定数は150名以内で、会員数に応じて各選任区域ごとに定められております。
　なお、総代数は129名（2026年6月22日現在）、会員数33,976名（2026年３月31日現在）です。

　①会員の中から総代候補者選考委員を選任する。
　②総代候補者選考委員が総代候補者を選考する。
　③総代候補者を会員が信任する。
　  （異議がある場合申し出ることができる）

総代の属性別構成比
2026年６月22日現在

職業別

年代別

業種別

法人代表者９６.２％、 個人事業主３.８％

７０代以上３０.２％、 ６０代３１.０％、 ５０代３１.８％、 ４０代６.２％、 ３０代０.８％

製造業３２.６％、 卸・小売業１７.１％、 サービス業１４.７％、 建設・不動産業２１.７％、 運輸業８.５％、 その他５.４％

※氏名の後の数字は総代への就任回数（五十音順、敬称は省略させていただきました）

地区別総代氏名一覧
2026年６月22日現在

選任区域 人数

６2 名

２７名

２1名

１9名

第1区

第2区

第3区

第4区

桐生市 

みどり市 

太田市

伊勢崎市

佐波郡玉村町

前橋市、館林市 

邑楽郡、足利市、

他

氏名

新 井 雄 一 ② 　 家 住 和 徳 ① 　 石 井 祐 輔 ① 　 石 島 久 司 ② 　 今 泉 和 広 ③ 　 雅樂川陽子③ 　 大 木 正 喜 ⑧

大島千賀子④ 　 大西健太郎⑥ 　 大 橋 利 一 ⑧ 　 岡 田 昌 之 ⑥ 　 小 倉 康 宏 ④ 　 尾 花 靖 雄 ③ 　 笠 原 康 利 ②

加 藤 　 貢 ⑦ 　 川 口 貴 志 ② 　 川 村 徳 佐 ② 　 岸 田 啓 作 ③ 　 木 村 洋 一 ④ 　 久保田純夫⑤ 　 酒 井 　 豊 ⑤

坂 入 　 勝 ⑥ 　 笹 川 和 弘 ② 　 佐 藤 稔 也 ⑤ 　 清 水 　 哲 ② 　 周 東 通 人 ⑨ 　 正 田 俊 司 ③ 　 図子田英佐③

須 藤 広 志 ③ 　 須 永 博 之 ③ 　 諏 訪 憲 一 ④ 　 関 口 好 一 ④ 　 関 﨑 　 亮 ③ 　 新 見 直 広 ④ 　 西 村 英 朗 ①

根 本 正 樹 ② 　 野 間 義 弘 ④ 　 野 村 　 篤 ③ 　 蓮 沼 敏 美 ② 　 長谷川友彦④ 　 長谷川義雄⑤ 　 樋 口 京 司 ⑥

彦 部 恭 一 ② 　 日 野 貞 実 ② 　 福 田 雅 之 ⑤ 　 星 野 麻 実 ③ 　 星 野 貴 洋 ④ 　 本田雄一郎⑧ 　 松 﨑 　 靖 ⑧

松 島 孝 三 ⑪ 　 宮 地 由 高 ③ 　 茂 木 幹 之 ④ 　 森 　 末 廣 ⑤ 　 八木橋比佐樹 ③ 　 柳 沢 勝 人 ④ 　 山 口 典 利 ②

山 口 正 夫 ⑪ 　 山 﨑 達 也 ④ 　 鑓 田 　 実 ⑤ 　 横 塚 直 人 ① 　 吉 田 慶 彦 ② 　 吉野雅比古④

阿 部 浩 則 ⑥ 　 新 井 　 聡 ④ 　 石 川 　 訓 ① 　 今 井 俊 哉 ① 　 岩 崎 武 則 ④ 　 大 澤 治 男 ③ 　 岡 島 信 一 ④

梶 塚 正 志 ③ 　 神 谷 保 夫 ④ 　 小 暮 正 男 ⑤ 　 小 林 知 司 ② 　 齋 藤 雅 彦 ⑦ 　 坂 井 　 勝 ④ 　 佐 藤 悦 司 ⑦

清 水 雅 之 ① 　 清水美智子③ 　 髙 橋 　 明 ② 　 田 中 光 浩 ③ 　 永澤木の実④ 　 塙 　 保 仁 ④ 　 早川みちる④

半 田 昌 明 ⑦ 　 星 野 勝 美 ③ 　 三代川修一④ 　 森 田 高 史 ④ 　 山本高治郎② 　 渡 邊 　 勝 ①

青 木 亮 一 ③ 　 井 野 克 彦 ② 　 今泉嘉一郎② 　 大 橋 祐 介 ② 　 岡 部 浩 章 ④ 　 久保田和明③ 　 齋 藤 利 雄 ④

齋 藤 佳 久 ① 　 島 田 利 春 ④ 　 下 田 雅 樹 ③ 　 髙 田 和 広 ⑥ 　 髙 橋 郁 夫 ① 　 田 中 正 伸 ② 　 中 川 　 一 ③

長 沼 和 行 ⑤ 　 橋 本 公 章 ① 　 橋 本 　 力 ③ 　 橋 本 文 秀 ④ 　 藤 井 　 勲 ③ 　 森 田 高 史 ④ 　 横 塚 邦 元 ⑦

池 畠 正 英 ① 　 上 田 　 茂 ⑤ 　 江 原 弘 義 ④ 　 大 塚 　 博 ③ 　 川 島 満 男 ⑤ 　 黒 田 剛 志 ① 　 小原澤公康⑥

須 田 耕 司 ④ 　 清 田 　 明 ⑦ 　 摂 津 伸 一 ③ 　 田 中 　 栄 ⑤ 　 田 村 征 之 ④ 　 長 島 　 裕 ③ 　 奈 良 原 裕 ②

野 口 誠 一 ⑥ 　 野 村 文 昭 ④ 　 細 田 　 崇 ④ 　 真 柄 　 智 ④ 　 亦 野 高 裕 ③
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経営管理態勢

※1 非常勤理事3名は職員外理事です。　※2 信用金庫法第32条5項の員外監事です。

役員一覧
2026年6月22日現在

（総務部長） 飯野 義浩執行役員執行役員
(桐生みどりブロック本部長･本店営業部
境野支店統括部長･桐生市役所出張所長）

内山 陽介執行役員
（伊勢崎県央ブロック本部長･
伊勢崎支店長･伊勢崎西支店長）

嘉村 雄介執行役員
（デジタル推進部長）

塚越 隆史理事 ※1金澤 宏理事 ※1

竹内 崇常務理事
（代表理事）

深澤 和宏常勤理事
(太田両毛ブロック本部長･
太田支店･内ヶ島支店統括支店長)

専務理事
（代表理事） 多田 敏

子会社

きりしんビジネスサービス株式会社
所在地　桐生市錦町2丁目15番21号

総代会

監事会

常勤監事

非常勤監事

統合リスク管理委員会

コンプライアンス委員会

AML・CFT対応委員会

常勤理事会

理事会

理事長

専務理事

常務理事

常務会

常勤理事

非常勤理事

組織図
2026年6月22日現在

営業革新部

地域応援部

ブロック本部

ライフサポートセンター

融資部

経営サポートセンター

営業店

融資バックオフィスセンター

ALL FOR SMILE

坂場 清二常務理事
（代表理事）

久保田 寿栄理事 ※１

増山 馨介理事長
（代表理事）

大前 雅弘常勤監事 鳥井 英雄監事 ※２

小此木 盛吾

松島 修監事

箕輪 啓一常勤理事

総務部

デジタル推進部

リスク統括部

監査部

融資管理部

人事部 人財教育センター

総合企画部

生方 隆志常務理事
（代表理事）

資金証券部

主な業務のご案内

2026年7月1日現在

2026年7月1日現在

Kiricos太田フリーダイヤル

ローンセンター

金融商品相談フリーダイヤル

なんでもテレホン相談

苦情相談等のお問い合わせ窓口

金融円滑化苦情相談窓口

中小企業の経営課題の解決や個人のお客さまのライフイベントに応じた相談に対応
する総合相談所です。ぜひ、ご予約ください。

各種個人ローンについてのお問い合わせから、お申込みまで、お気軽にお問い合わせ
ください。

投資信託、国債、保険商品などに関するご相談やご照会、資料のご請求、個人型確定
拠出年金「iDeCo」、信託商品の取扱い等、お気軽にお問い合わせください。

商品等についてのお問い合わせから、「きりしん」に対するご意見・ご要望まで、なんで
もお気軽にお問い合わせください。

「きりしん」に対するご意見・苦情・相談等、お気軽にお問い合わせください。

貸出条件の変更等に関する苦情・相談等、お気軽にお問い合わせください。

0120-000-045

Kiricos桐生フリーダイヤル 0120-536-109

0120-032-056

0120-821-043

0120-498-232
0120-277-622
0120-437-125

※受付時間は、いずれも9：00～17：00です。（土日祝日および年末年始を除く）
　なお、Kiricos桐生・太田の受付時間は、P.16の営業時間を参照してください。
　　

主なサービス業務

全国の企業のビジネスニーズを信用金庫のネットワークを介して結びつけるサービスをご利用いただけます。

老齢年金・障害年金・遺族年金等のご相談を随時承っています。また、社会保険労務士による無料年金相談会も開催しています。

弁護士による無料相続法律相談会を開催しています。

当金庫のキャッシュカードは、全国の提携金融機関（全国の信用金庫、銀行、信用組合、農協、労金、ゆうちょ銀行等）のATMで
ご利用いただけます。当金庫各店舗のＡＴＭでは、平日朝8時から夜8時までご利用いただけます。

全国の信用金庫にある約18,000台のATMを、手数料無料でご利用いただけます。
※曜日と時間帯によっては手数料がかかります。

お持ちのキャッシュカードで、百貨店、コンビニエンスストアなどJ-Debit加盟店でお買い物ができます。

当金庫のキャッシュカードがあれば収納機関（クレジット会社・保険会社等）との口座振替のお申込みの際、その場ですぐ
お手続きが完了するサービスです。

公共料金、税金、保険料、授業料など1度の手続きで、ご指定口座から自動的に支払うことができます。

各種年金、給料、配当金等が、ご指定の口座へ自動的に振込まれます。

しんきんＶＩＳＡ、しんきんＪＣＢなどを取り扱っています。加盟店入会申込みもお手続きいただけます。

預金証書、権利証など大切な財産や貴重品を安全にお預りします。

機械設備などのリースをご希望のお客さまに、しんきんリース株式会社、昭和リース株式会社、大和リース株式会社、芙蓉総合
リース株式会社をご案内します。

インターネットを利用して照会、振込・振替、各種料金収納（マルチペイメント）サービス等がご利用いただけます。

パソコンや専用端末を使って、照会、振込・振替、データ伝送（総合振込、給与・賞与振込）サービス等がご利用いただけます。

パソコンや専用端末を使って、照会、振込・振替サービス等がご利用いただけます。

時間を気にせず、インターネットにアクセスして投資信託をご購入いただけます。

お客さまに代わって毎月金を購入します。換金により、金地金や現金にてお受け取りいただけます。

<toto><BIG><WINNER>の当せん金払戻しをお取扱いしています。取扱店：本店営業部、太田支店

日本銀行歳入代理店業務、地方公共団体の公金取扱業務、株式会社日本政策金融公庫等代理店業務、株式払込金の受入代
理業務および株式配当金、公社債元利金支払代理業務、住宅金融支援機構等の代理貸付業務等

電子記録債権法に基づき、でんさいネットを利用して提供する新しい決済サービスです。

当金庫で年金受給の方を対象に、ALSOK・セコムのホームセキュリティサービスをご利用いただけます。

スマートフォンを利用して、口座開設はもちろん、残高照会や住所変更など、各種サービスをアプリ上で簡単にご利用
いただけます。

2026年7月1日現在

商品名 特色（内容）
ビジネスマッチングサービス
年金相談

相続相談
税理士による無料税務相談会（住宅ローン控除の確定申告書作成等）を開催しています。税務相談

キャッシュサービス

㈱朝日信託との業務提携に基づき相続関連業務（遺言信託・遺産整理業務・財産承継プランニング）の契約の媒介を
行っています。相続関連業務

しんきんＡＴＭゼロネットサービス

デビットカードサービス

ペイジー口座振替受付サービス

自動支払い
自動受取り
クレジットカード
貸金庫

リースのご案内

インターネットバンキング
ＦＢサービス
ＨＢサービス
投信インターネットサービス
純金積立の取扱い
toto当せん金払戻し

代理業務

電子記録債権サービス
年金受給者向け
ホームセキュリティサービス

きりしんアプリ

融資業務
預金業務
有価証券投資業務
内国為替業務
外国為替業務
附帯業務

手形割引および貸付（手形貸付、証書貸付、当座貸越）

当座預金、普通預金、貯蓄預金、通知預金、納税準備預金、定期預金、定期積金、財形等

預金の支払準備および資金運用のため、国債、地方債、社債、株式、投資信託等に投資

送金為替、当座振込および代金取立等

信金中央金庫への取次（海外送金、信用状の発行、輸出為替の買取等）

代理業務、貸金庫業務、国債等の公共債・投資信託・保険商品・iDeCo・信託商品の窓口販売等

お客さまフリーダイヤル



※地図に記載している市町村は当金庫の営業地区です。

桐生市

桐生市

みどり市

太田市

大泉町

伊勢崎市

玉村町

前橋市

足利市

館林市

高崎市

吉岡町

藤岡市

上里町
本庄市

熊谷市

千代田町

板倉町

邑楽町

明和町

佐野市

29

群馬県

栃木県

埼玉県

埼玉県

（旧箕郷町、旧倉渕村、旧榛名町、
  旧吉井町を除く）

（旧鬼石町を除く）
（旧児玉町を除く）

（旧妻沼町に限る）　　

29

16

19

7

17

18

20

21

10

14

7
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店舗・店外ＡＴＭのご案内

ＡＴＭの入出金手数料

当金庫
カード

※下記の時間帯でもご利用できない金融機関もありますのでご注意ください。

便利な“きりしん”ＡＴＭ

※なお、上記の限度額は窓口でお手続きいただくことにより変更が可能です。
詳しくはお取引の店舗までお問い合わせください。

店外ＡＴＭ

市
生
桐

市
り
ど
み

市
田
太

大泉町

市
崎
勢
伊

足利市

前橋市

玉村町

ウエルシア桐生川内店
マーケットシティ桐生
アバンセ新里店
桐生東出張所
広沢出張所
桐生西出張所
境野出張所

さくらもーる
大間々プラザ
みどり市役所
アクロスプラザ笠懸

イオン太田ＳＣ
ベルク植木野店
太田市役所
とりせん城西の杜店
とりせん大原店
ベイシアおおたモール店

フレッセイ田部井店
スマーク伊勢崎
フレッセイ連取モール店
フォリオ安堀

1
2

3

4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15
16
17
18

19
20
21
22
23
24
25
26
27

28
29
30
31

01

15

02

04

11

07

13

05

12

23

29

06

33

09

16

17

24

35

39

18

22

31

36

37

38

41

43

30

10

40

21

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

9：00～20：00

9：00～20：00

8：30～19：00

9：00～20：00

8：00～21：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～21：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

8：30～19：00

9：00～20：00

8：00～21：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～21：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～21：00

9：00～20：00

8：00～20：00

8：00～20：00

8：00～20：00

8：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

8：30～19：00

9：00～20：00

8：00～21：00

9：00～20：00

9：00～18：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～20：00

9：00～21：00

9：00～20：00

9：00～20：00

店 舗 名 店外ＡＴＭ

0277-47-5158

0277-22-8126

0277-32-1851

0277-54-1911
　

0277-53-8151　

0277-65-6511

0277-73-2010

0277-76-7777

0277-76-1231

0277-72-2525

0276-47-0111

0276-31-5151

0276-38-5311

0277-78-6781

0276-57-4111

0276-47-2111

0276-20-0033

0270-63-1717

0270-21-1717

0270-22-3111

0270-21-6555

0270-22-3322

0270-70-1515

0270-20-3020

0270-20-2311

0270-65-2721

027-223-6321

027-287-1180

0284-73-3541

ＴＥＬ

○

☆

☆

☆

☆

○

☆

☆

☆

☆

☆

○

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

○

☆

○

ＡＴＭ稼動時間
平　日 土曜日 日曜・祝日

9：00～20：00

9：00～21：00

9：00～20：00

8：30～17：00

8：30～17：00

8：30～17：00

8：30～17：00

9：00～20：00

9：00～21：00

9：00～20：00

8：30～17：00

8：30～17：00

8：30～17：00

8：30～17：00

－ －

本店営業部
境野支店（本店営業部内）
1 桐生市役所出張所
本町支店
2 梅田出張所
新桐生支店
広沢支店（新桐生支店内）
相生支店
川内支店
大間々支店
笠懸支店
久宮支店
みどり支店

太田支店
内ヶ島支店（太田支店内）
太田西支店
高林支店
薮塚支店
新田支店
韮川支店

大泉支店
国定支店
伊勢崎支店
伊勢崎西支店
伊勢崎東支店
伊勢崎南支店
境支店
豊受支店
赤堀支店

玉村支店
前橋支店
前橋東支店
堀込支店

!

桐生市織姫町1-1（桐生市役所内）

桐生市本町3-3-10

桐生市梅田町1-22-6

桐生市広沢町1-2789-6

桐生市相生町2-682-15

桐生市川内町2-255-10

みどり市大間々町大間々889-1

みどり市笠懸町鹿2895-2

みどり市笠懸町阿左美593-9

みどり市大間々町大間々43-5

太田市浜町81

太田市藤阿久町498-2

太田市南矢島町386-1

太田市大原町438-6

太田市新田市野井町425-1

太田市台之郷町1050-7

邑楽郡大泉町住吉57-10

伊勢崎市国定町2-1865-2

伊勢崎市柳原町81-1

伊勢崎市連取本町203-4

伊勢崎市上諏訪町2113-16

伊勢崎市南千木町5234-1

伊勢崎市境栄938

伊勢崎市富塚町221-1

伊勢崎市西久保町2-511-1

佐波郡玉村町大字下新田526

前橋市南町3-71-3

前橋市天川大島町1465

足利市堀込町2762-1

〒376-0024

〒376-0031

〒376-0601

〒376-0013

〒376-0011

〒376-0041

〒376-0101

〒379-2313

〒379-2311

〒376-0101

〒373-0853

〒373-0034

〒373-0861

〒379-2304

〒370-0314

〒373-0801

〒370-0521

〒379-2221

〒372-0054

〒372-0817

〒372-0021

〒372-0033

〒370-0122

〒372-0833

〒379-2204

〒370-1132

〒371-0805

〒379-2154

〒326-0831

住所●：店舗
●：出張所
●： ＡＴＭ

赤
黄
青

入金 入金

出金 出金

入金 入金

出金 110円
110円

出金

入金 入金

出金 220円
220円

220円
220円

出金

出金 220円 出金

入金 入金

出金 出金

110円
110円

110円

110円
110円

220円

無料
無料

8:00～

8:00～

8:00～

8:00～

8:45～18:00

8:45～18:00

18:00～21:00

18:00～21:00

18:00～21:00

18:00～21:00

8:45～18:00

8:45～18:00

8:00～21:00

8:00～21:00

8:00～21:00

8:00～21:00

8:00～21:00

〈平　日〉 〈日曜・祝日〉

220円 110円
110円

110円

220円

220円
220円

220円

110円
無料

無料
無料

8:00～ 8:45～18:00 18:00～21:00

110円

56ヵ所の身近で便利な「きりしんネットワーク」
東毛を中心に広がる31店舗、2出張所、21ヵ所の店外ＡＴＭ、2相談センター

220円

220円

220円
220円

無料 無料
110円

110円
110円

入金

出金

入金

出金 110円
110円

入金

出金 220円
220円

220円
220円

出金 220円

入金

出金

110円
110円

110円

無料
無料

8:00～

8:00～

8:00～

8:00～

9:00～14:00

9:00～14:00

14:00～21:00

14:00～21:00

14:00～21:00

14:00～21:00

9:00～14:00

9:00～14:00

〈土曜日〉

220円 110円
110円

110円

110円
無料

無料
無料

8:00～ 8:45～14:00 14:00～21:00

220円

220円

220円
220円

無料
110円

110円
110円

ネットワーク
群馬県全体

ALL FOR SMILE

店内ＡＴＭのご利用時間
●平日   ８：00 ～２0：00
●

※桐生市役所出張所   ● 平日 8：30～18：00

土曜・日曜・祝日   ８：30 ～17：00

土・日・祝日も使える ※表中☆印

※ATMの利用時間内であれば、土・日・祝日を問わず何度でもご利用いただけます！

『全自動貸金庫』サービス

※記帳ができる通帳は「普通預金（総合口座）・
　貯蓄預金」通帳です。
※通帳の残りの印字行数を超えるお取引明細は
　記帳できません。

できます!

全国の提携しんきんの

通帳記帳
できます!

当金庫の通帳なら

通帳繰越
ＡＴＭ利用限度額
●現金のお引き出し限度額は、１日あたり50万円
●ＡＴＭの振込限度額は、１日あたり200万円

他金庫
カード

第二地銀
信組・労金
カード

上記以外の
他行カード

ゆうちょ
カード

2026年７月１日現在

15 16

＊表中の☆は『全自動貸金庫』サービス
＊昼休業時間11：30～12：30

＊祝日は休業となりますが、土曜日、日曜日が祝日にあたる場合は、通常通り営業となります。

桐生市

相談センター ＴＥＬ

0120-536-109 9:00～17：00 9:00～17：00桐生
太田市 0120-000-045 9:00～17：00 9:00～17：00 9:00～17：00太田

－

営業時間
平　日 土曜日 日曜

店
舗
番
号

貸
金
庫

0277-44-8181〒376-8668桐生市錦町2-15-21☆

☆

☆

☆

☆

昼
休
業

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



＜単体情報＞

信用金庫法施行規則に基づく開示項目

1.

2.
3.

4.

5.

金庫及びその子会社等の概況に関する事項
　イ．金庫及びその子会社等の主要な事業の内容及び組織の構成 
　ロ．金庫の子会社等に関する事項
金庫及びその子会社等の主要な事業に関する事項
　イ．直近の連結会計年度における事業の概況
　ロ．直近の5連結会計年度における事業の状況

金庫及びその子会社等の直近の2連結会計年度における財産の状況
　イ．連結貸借対照表、連結損益計算書及び連結剰余金計算書
　ロ．金庫の有する債権のうち次に掲げるものの額及び(1)から(4)までに掲げるものの合計額
　　　　（1)破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　　　　（2）危険債権
　　　　（3)三月以上延滞債権(貸出金のみ）
　　　　（4)貸出条件緩和債権(貸出金のみ）
　　　　（5)正常債権
　ハ．自己資本の充実の状況（バーゼルⅢ）
　ニ．金庫及びその子会社等が２以上の異なる種類の事業を営ん
　　　でいる場合の事業の種類ごとの区分に従い、当該区分に属
　　　する経常収益の額、経常利益又は経常損失の額及び資産の
　　　額として算出したもの　

金融再生法開示債権額

1.

2.

3.

1.

13
13
16
14

3～4
※6

※6
※6

※6
※6
※6
※6

※7

※7

※7
※7
※7
※7
※8
※7

※8
※8
※9
※9

9
10
10
6
5

※1～5

※10
※10
※10
※10

※11～24

※9
※10
※10
※7
※7

※2

※25
※25

※25
※25

※26～29

※25
※25
※25
※25
※25

※30～41

※25

※10

＜連結情報＞

※10

開示項目索引

（4）連結純資産額
（5）連結総資産額
（6）連結自己資本比率

金融再生法に基づく開示項目

製作　総合企画部 

KIRISIN REPORT 202617

　ページにある※は ｢資料編｣､無印は本誌 ｢企業編｣の記載
ページです。
　なお、資料編は別冊となっています。当金庫ホームページ
からご覧いただけます。

金庫の概況及び組織に関する事項
　イ．事業の組織
　ロ．理事及び監事の氏名及び役職名
　ハ．事務所の名称及び所在地
金庫の主要な事業の内容
金庫の主要な事業に関する事項
　イ．直近の事業年度における事業の概況
　ロ．直近の5事業年度における事業の状況
　　　　（1）経常収益　　　　　　　　 （7）預金積金残高
　　　　（2）経常利益　　　　　　　　 （8）貸出金残高
　　　　（3）当期純利益　　　　　　　 （9）有価証券残高
　　　　（4）出資総額及び出資総口数　 （10）単体自己資本比率
　　　　（5）純資産額　　　　　　　　 （11）出資に対する配当金
　　　　（6）総資産額　　　　　　　　 （12）役職員数、会員数
　ハ．直近の2事業年度における事業の状況
　　　　（1）主要な業務の状況を示す指標
　　　　①業務粗利益、業務粗利益率、業務純益、実質業務純益、
　　 　　 　コア業務純益及びコア業務純益（投資信託解約損益を除く。）
　　　　②資金運用収支、役務取引等収支及びその他業務収支
　　　　③資金運用勘定並びに資金調達勘定の平均残高、利息、
　　　　　利回り及び資金利鞘
　　　　④受取利息及び支払利息の増減
　　　　⑤総資産経常利益率
　　　　⑥総資産当期純利益率
　　　　（2）預金に関する指標
　　　　①流動性預金、定期性預金、譲渡性預金その他の預金の
　　　　　平均残高
　　　　②固定金利定期預金、変動金利定期預金及びその他の
　　　　　区分ごとの定期預金の残高
　　　　（3）貸出金等に関する指標
　　　　①手形貸付、証書貸付、当座貸越及び割引手形の平均残高
　　　　②固定金利及び変動金利の区分ごとの貸出金の残高
　　　　③担保の種類別の貸出金残高及び債務保証見返額
　　　　④使途別の貸出金残高
　　　　⑤業種別の貸出金残高及び貸出金の総額に占める割合
　　　　⑥預貸率の期末値及び期中平均値　
　　（4）有価証券に関する指標
　　　　①商品有価証券の種類別の平均残高
　　　　②有価証券の残存期間別の残高
　　　　③有価証券の種類別の平均残高
　　　　④預証率の期末値及び期中平均値
金庫の事業の運営に関する事項
　イ．リスク管理の態勢
　ロ．法令遵守の態勢
　ハ．金融ＡＤＲ制度への対応
　ニ.   中小企業経営の改善および地域の活性化のための取組みの状況
　ホ.   経営者保証に関するガイドラインへの取組みの状況
金庫の直近の2事業年度における財産の状況
　イ．貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書
　　　   ※役職員の報酬体系
　ロ．金庫の有する債権のうち次に掲げるものの額及び(1)から(4)までに掲げるものの合計額
　　　　（1)破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　　　　（2）危険債権
　　　　（3)三月以上延滞債権(貸出金のみ）
　　　　（4)貸出条件緩和債権(貸出金のみ）
　　　　（5)正常債権
　ハ．自己資本の充実の状況（バーゼルⅢ）　
　ニ．次に掲げるものに関する取得価額又は契約価額、時価及び評価損益
　　　　（1)有価証券
　　　　（2)金銭の信託
　　　　（3)規則第102条第1項第5号に掲げる取引
　ホ．貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額
　ヘ．貸出金償却の額
　ト．金庫が貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書について
　　　 会計監査人の監査を受けている場合にはその旨 　　　　

   （1）連結経常収益
   （2）連結経常利益
   （3）連結当期純利益

※5

資料編はHPから
ご覧いただけます

資料編 QRコード

本店　〒376-8668 群馬県桐生市錦町2-15-21　TEL（0277）44-8181　FAX（0277）44-8150

　


